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技術センター事業から府内立地企業の紹介

どんな会社？
　当社は1956年に東大阪市で会社を設立しました。緊急自動車
用の警光灯、照明灯、電子サイレン、シャッター扉等の製造を主要
事業としています。納入先は全国の消防車、救急車メーカーで、現
在約6～7割のシェアをもっています。

京田辺市への立地
　京田辺市に立地したのは1998年です。東大阪の工場が手狭に
なったことから、社員が通勤可能な範囲であることと、道路アクセス
が良いことを条件に検討した結果、当地に京都工場を新設し、製造
部門と技術部門を移転しました。その後2011年に京都工場の増設
と合わせて、本社も当地に移し、全面的に移転しました。
　本社機能の移転は一つの大きな転機となりました。全国への製
品発送や営業活動を展開する上で、当地は非常に好条件で、新規の
取引先も徐々に増加し、売上高は移転前の約10億円から約15億円
へと伸長しています。
　従業員数も23名から41名に増加し、移転当初はいなかった京
都府在住者が、今では約半数を占めるまでになっています。必要
な人材が確保でき、全体の年齢構成も改善してきたのは、京都
ジョブパークや京田辺市による支援をはじめ、地元高校生の工場
見学やインターンシップを積極的に受け入れてきた成果だと考え
ています。

｢ピーポー｣サイレンの生みの親
　今では当たり前となっている救急車の｢ピーポー｣サイレン。これ
を開発したのは当社です。元々、救急車のサイレンは、パトカーや消
防車と同じ「ウー」音でした。1960年代に、先代の社長が視察地の
フランスで耳にしたサイレン音を参考に開発を始め、テスト走行や
国の検討を経て、1970年に全国の救急車のサイレンが「ピーポー」
音に切り替わったのです。
　サイレンは、その後も進化しており、今では、弱音量の「住宅モー
ド」や、周囲の人を驚か
せないための「フェー
ドイン・アウト」など多
彩な機能を備えてい
ます。また、車内騒音
を軽減するアクティブ
制御スピーカーもサ
イレン用として国内で
唯一製品化し、多く採

「ピーポー」サイレンの生みの親
～緊急自動車用製品を全国へ～
　緊急自動車用製品の製造を通じて、人命と財産を守る緊急活動に貢献する株式会社大阪サイレン製
作所。道路アクセスの良い京田辺市の立地を活かして躍進する同社の代表取締役社長 上岡幹宜氏に
お話を伺いました。

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@kptc.jp

代表取締役社長　上岡 幹宜 氏

Comp a n y  D a t a 株式会社大阪サイレン製作所
●代表取締役社長／上岡 幹宜
●所　在　地／〔本社・工場〕〒610-0311 京田辺市草内操毛33-1
●電　　　話／0774-62-3333 ●ファクシミリ／0774-62-3300
●創　　　業／1929年 ●設　　　立／1956年
●資　本　金／2,340万円
●従　業　員／41人
●事 業 内 容／緊急自動車用サイレン、警光灯、シャッター製造

用いただいています。
　昨年11月には、救急車の外国語アナウンスの試験運行が行われ
ました。これは外国人観光客の増加を受けて、京都市消防局と京都
外国語大学とが連携して実施した全国初の取組で、当社のアナウ
ンスシステムに英
語、中国語、韓国語
の音源を組み込み、
通行人への注意喚
起アナウンスをした
ものです。新聞報道
等を受けて他の自
治体からの問い合
わせも多く、反響も
上々です。
　時代のニーズや現場の声を敏感に受け止める姿勢は、側面警光
灯やシャッター扉の開発などにもつながり、製品の幅を広げてきま
した。顧客ニーズに迅速かつ細やかに対応できるのは、企画から開
発、製造、試験までを一貫して行っている当社ならではの強みです。

創業88年、更なる飛躍に向けて
　当社の製品開発においては、電気系はもちろん、自動車の規格な
ど幅広い知識が必要となり、社員は日々研鑽を積んでいます。アク
ティブ制御スピーカー(前述)の製品化に当たっても、大手メーカー
の技術支援のもと逆位相という音を打ち消す技術をサイレンのス
ピーカーに対応させて開発しました。連携や支援による技術をまと
め上げる力を活かして、今後は、自動車の仕様の変化に対応した製
品の改良や、ドクターヘリに関連した製品開発なども進めていく計
画です。
　当社は「お客様にとって価値ある商品やサービスの提供により社
会に貢献する」ことを経営理念としています。これからも、顧客から
の要求・要望に応える改善、改良と新しい提案力をさらに向上させ、
人命と財産を守る緊急活動に貢献し、未来の緊急車両開発の一翼
を担ってまいります。

京都府への立地を生かして発展する企業をご紹介します。 株式会社大阪サイレン製作所
http://www.siren.co.jp/〈京田辺市〉

企画・開発の様子

営業用デモカー

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 基盤技術課 機械設計・加工担当　TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497  E-mail：kikai@kptc.jp

ＣＡＥ技術研究会の活動紹介

　LEDチップから発生する熱を冷却するために、LED基板をヒート
シンクに取り付けています。ヒートシンクの冷却は、軽量化のため
に吸引ファンで空気を吸い込み強制空冷します（図2）。

　解析はヒートシンク断面とし、自然空冷部は自然対流の熱伝達
率を、強制空冷部はコバーンの式による熱伝達率を設定します
（図3）。

　技術センターでは、平成21年度から「設計者がＣＡＥをより身近に、手軽に」をコンセプトとした『ＣＡＥ技術研究会』を開催していま
す。当研究会は、設計の中で発生する技術的な課題を、ＣＡＥを活用して解決できることを目標にしています。
　研究会活動は年間を通じて行い、前半の基礎的な研修と後半の事例研究で構成しています。事例研究では、自社の技術課題を事
例とし、研究から発表までを通じてＣＡＥの活用技術のスキルアップを図ります。
　今回は過去に研究発表された事例の中から、熱解析の事例を紹介します。

エーシック株式会社　桂 崇史 氏
LED照明の熱解析

図3　ヒートシンクの断面

図1　LED照明

図2　LED照明

図4　解析結果（温度コンター図）

図5　解析結果（温度グラフ）

　風速8m/sのときの温度コンター図を示します(図4)。
　また、風速を変化させたときの、図4中Ａに示すフィン中央部先端
の温度をグラフに示します(図5)。これより、自然空冷（風速0m/s）

から、風速が速くなると急激に温度が下がりますが、4m/s以上にな
ると下がり方が緩やかになります。風速が8m/sのとき、実測と一致
し、このときの熱伝達率を用いて、ヒートシンクの最適化を行った結
果、ヒートシンクの厚みを薄くして枚数を増すことにより大幅な重
量削減を図ることができました。

　当社では植物の育成を目的としたLED照明を開発しています
(図1)。本製品は特定の波長を植物に照射することにより植物の成
長を促進するものです。この製品はスポーツ施設などの芝生の育
成をターゲットにしていることから、芝生へのダメージを軽減する
ために軽量化が求められています。

日　時　平成30年3月14日（水）13:00～17:30
会　場　京都府産業支援センター　5階研修室
内　容　講演（調整中）

会員による事例研究の発表（予定）
●丸鋸ロウ付け時の刃先温度の検討
●丸鋸の腰入れの解析
●鉛筆硬度試験のＣＡＥ解析について
●せん断加工による工具損傷の検討
●恒温槽の棚板の軽量化検討
●車載シート取付強度の解析　等

平成29年度成果発表会のご案内

期　間　平成30年4月～平成31年3月
　　　　前期：月2回　後期：月1回　計17回
講　師　田村技術士事務所　 田村隆徳氏
　　　　株式会社島津製作所 笠井貴之氏
年会費　新規会員50,000円　継続会員30,000円

平成30年度ＣＡＥ技術研究会 会員募集のお知らせ（予定）


